
第
二
号
議
案

学
校
職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
等
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

学
校
職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
二
日
提
出

大
分
県
教
育
委
員
会
教
育
長

岡

本

天

津

男

学
校
職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則

（
学
校
職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

学
校
職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
大
分
県

教
育
委
員
会
規
則
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職

員
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
第
一
号
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に

改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
再
任
用
職
員
（
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第

二
十
八
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
を
い
う
。
第
三

項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
二

号
中
「
再
任
用
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
二
第
一
号
及
び
第
二
号
、
第
十
条
の
二
の
二
第
七
項
及
び
第
十
項
並
び
に
第
十
条
の
二
の
四

第
二
項
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
る
。

（
技
能
労
務
職
員
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

技
能
労
務
職
員
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
六
年
大
分
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
給
料
月
額
）

第
四
条

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
二
条
の
四
第
三
項
に
規
定

す
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
（
以
下
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。)

の

給
料
月
額
は
、
給
料
表
の
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
欄
に
掲
げ
る
基
準
給
料
月
額
に
、
職
員
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の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
大
分
県
条
例
第
三
十
五
号
。
以
下

「
職
員
勤
務
時
間
条
例
」
と
い
う
。)

第
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
当
該
定
年
前
再

任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ

て
得
た
額
又
は
学
校
職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
大
分
県
条

例
第
二
十
四
号
。
以
下
「
学
校
職
員
勤
務
時
間
条
例
」
と
い
う
。)

第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

定
め
ら
れ
た
当
該
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時

間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

第
四
条
の
二
第
一
項
中
「
職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
大
分

県
条
例
第
三
十
五
号
。
以
下
「
職
員
勤
務
時
間
条
例
」
と
い
う
。)

」
を
「
職
員
勤
務
時
間
条
例
」
に
、

「
学
校
職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
大
分
県
条
例
第
二
十
四

号
。
以
下
「
学
校
職
員
勤
務
時
間
条
例
」
と
い
う
。)

」
を
「
学
校
職
員
勤
務
時
間
条
例
」
に
改
め
、
同

条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
二
項
と
す
る
。

第
七
条
第
二
項
中
「
再
任
用
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
給
与
の
減
額
の
特
例
）

３

当
分
の
間
、
職
員
が
六
十
三
歳
に
達
し
た
日
後
に
お
け
る
最
初
の
四
月
一
日
以
後
の
給
料
月
額
に
つ

い
て
の
経
過
措
置
は
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
附
則
第
三
十
七
項
及
び
第
三
十
八
項
に
定
め
る
経

過
措
置
の
例
に
よ
る
。

附
則
第
四
項
を
削
る
。

別
表
第
一
中
「再

任
用
職
員
以
外
の
職
員

」
を
「定

年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
以
外
の
職
員

」

に
、

「

再
任
用

職
職
員

246,600

を

勤
務

」

「

定
年
前

基
準
給
料
月
額

再
任
用
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短
時
間

に
改
め
る
。

勤
務
職

員
246,600

」

（
指
導
が
不
適
切
な
教
員
の
認
定
等
の
手
続
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

指
導
が
不
適
切
な
教
員
の
認
定
等
の
手
続
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
年
大
分
県
教
育
委
員
会
規

則
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
学
校
職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措

置
）

２

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
条
例
（
令
和
四
年
大
分
県
条
例
第
二
十
七

号
。
以
下
「
改
正
条
例
」
と
い
う
。)

附
則
第
十
一
項
に
規
定
す
る
暫
定
再
任
用
職
員
（
以
下
「
暫
定
再

任
用
職
員
」
と
い
う
。
）
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
学
校
職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間

等
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
（
以
下
「
新
学
校
職
員
勤
務
時
間
規
則
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
一
号
に

規
定
す
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
と
み
な
し
て
、
新
学
校
職
員
勤
務
時
間
規
則
第
四
条
第
一
項

第
二
号
及
び
第
三
項
第
二
号
の
規
定
を
適
用
す
る
。

３

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
改
正
条
例
附
則
第
二
十
四
項
に
規
定
す
る
暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務

職
員
（
以
下
「
暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。
）
は
、
前
項
の
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務

職
員
と
み
な
し
て
、
新
学
校
職
員
勤
務
時
間
規
則
第
三
条
第
一
号
及
び
第
二
号
、
第
四
条
第
一
項
第
一

号
、
第
四
条
の
二
第
一
号
及
び
第
二
号
、
第
十
条
の
二
の
二
第
七
項
及
び
第
十
項
並
び
に
第
十
条
の
二
の

四
第
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
技
能
労
務
職
員
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

４

暫
定
再
任
用
職
員
（
暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
給

料
月
額
は
、
当
該
暫
定
再
任
用
職
員
が
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
技
能
労
務
職
員
の
給
与
及
び
旅

費
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
新
技
能
労
務
職
員
規
則
」
と
い
う
。
）
第
四
条
に
規
定
す
る
定
年
前
再
任
用
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短
時
間
勤
務
職
員
（
以
下
こ
の
項
か
ら
附
則
第
六
項
ま
で
に
お
い
て
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職

員
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
も
の
と
し
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
新
技
能
労
務
職
員
規
則
別
表
第
一
の
給
料
表

の
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
欄
に
掲
げ
る
基
準
給
料
月
額
と
す
る
。

５

暫
定
再
任
用
職
員
は
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
と
み
な
し
て
、
新
技
能
労
務
職
員
規
則
第
七

条
第
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

６

暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
は
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
と
み
な
し
て
、
新
技
能
労
務
職

員
規
則
第
四
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。

７

附
則
第
四
項
か
ら
前
項
ま
で
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
暫
定
再
任
用
職
員
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
し

必
要
な
経
過
措
置
は
、
教
育
委
員
会
が
別
に
定
め
る
。

（
指
導
が
不
適
切
な
教
員
の
認
定
等
の
手
続
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

８

暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
は
、
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
指
導
が
不
適
切
な
教
員
の
認
定

等
の
手
続
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
新
指
導
手
続
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
方

公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
者
と
み
な
し
て
、
新
指
導

手
続
規
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

提
案
理
由

地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に
よ
る
職
員
の
定
年
の
引
上
げ
に
よ
り
、
現
行
の
再
任
用
制
度
が
廃
止
さ

れ
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
の
制
度
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
等
に
伴
い
、
関
係
規
則
の
整
備
を
行
う
必

要
が
あ
る
の
で
提
案
す
る
。
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○
学
校
職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
大
分
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
号
）
新
旧
対
照
表

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
一
条
・
第
二
条

（
略
）

第
一
条
・
第
二
条

（
略
）

（
有
給
休
暇
）

（
有
給
休
暇
）

第
三
条

条
例
第
七
条
第
一
項
第
一
号
の
任
命
権
者
が
定
め
る
日
数
は
、
次
の
各
号
に
掲

第
三
条

条
例
第
七
条
第
一
項
第
一
号
の
任
命
権
者
が
定
め
る
日
数
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
数
（
一
日
未
満
の
端
数
が
あ
る
と

げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
数
（
一
日
未
満
の
端
数
が
あ
る
と

き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
し
て
得
た
日
数
）
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
日
数
が
労
働
基

き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
し
て
得
た
日
数
）
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
日
数
が
労
働
基

準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
付
与
す
べ
き

準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
付
与
す
べ
き

も
の
と
さ
れ
て
い
る
日
数
を
下
回
る
と
き
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
付
与
す
べ
き
も
の

も
の
と
さ
れ
て
い
る
日
数
を
下
回
る
と
き
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
付
与
す
べ
き
も
の

と
さ
れ
て
い
る
日
数
と
す
る
。

と
さ
れ
て
い
る
日
数
と
す
る
。

一

斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員
（
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
（
条
例
第
五
条
に
規
定
す

一

斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員
（
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
（
条
例
第
五
条
に
規
定
す

る
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤

る
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員

務
職
員
（
条
例
第
五
条
に
規
定
す
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
を
い
う
。
以

（
条
例
第
五
条
に
規
定
す
る
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員

を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
及
び
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
（
条
例
第
五
条
に
規
定
す
る
任
期
付
短

下
同
じ
。
）
及
び
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
（
条
例
第
五
条
に
規
定
す
る
任
期
付
短

時
間
勤
務
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
う
ち
、
一
週
間
ご
と
の
勤
務
日
の
日
数

時
間
勤
務
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
う
ち
、
一
週
間
ご
と
の
勤
務
日
の
日
数

及
び
勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時
間
の
時
間
数
が
同
一
で
あ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同

及
び
勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時
間
の
時
間
数
が
同
一
で
あ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）

二
十
日
に
斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員
の
一
週
間
の
勤
務
日
の
日
数
を
五
日

じ
。
）

二
十
日
に
斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員
の
一
週
間
の
勤
務
日
の
日
数
を
五
日

で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
日
数

で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
日
数

二

不
斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員
（
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
、
定
年
前
再
任
用
短
時

二

不
斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員
（
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
、
再
任
用
短
時
間
勤
務

間
勤
務
職
員
及
び
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
の
う
ち
、
斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員
以

職
員

及
び
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
の
う
ち
、
斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員
以

外
の
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

百
五
十
五
時
間
に
条
例
第
十
三
条
第
二
項
か

外
の
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

百
五
十
五
時
間
に
条
例
第
十
三
条
第
二
項
か

ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た
不
斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員
の
勤
務

ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た
不
斉
一
型
短
時
間
勤
務
職
員
の
勤
務

時
間
を
三
十
八
時
間
四
十
五
分
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
時
間
数
を
、
七
時

時
間
を
三
十
八
時
間
四
十
五
分
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
時
間
数
を
、
七
時

間
四
十
五
分
を
一
日
と
し
て
日
に
換
算
し
て
得
た
日
数

間
四
十
五
分
を
一
日
と
し
て
日
に
換
算
し
て
得
た
日
数

第
四
条

条
例
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
任
命
権
者
が
定
め
る
日
数
は
、
次
の
各
号
に
掲

第
四
条

条
例
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
任
命
権
者
が
定
め
る
日
数
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
数
と
す
る
。

げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
数
と
す
る
。

一

当
該
年
の
中
途
に
お
い
て
、
新
た
に
職
員
と
な
り
、
又
は
任
期
が
満
了
す
る
こ
と

一

当
該
年
の
中
途
に
お
い
て
、
新
た
に
職
員
と
な
り
、
又
は
任
期
が
満
了
す
る
こ
と

に
よ
り
退
職
す
る
こ
と
と
な
る
職
員
（
次
号
に
掲
げ
る
職
員
を
除
く
。
）

そ
の
者

に
よ
り
退
職
す
る
こ
と
と
な
る
職
員
（
次
号
に
掲
げ
る
職
員
を
除
く
。
）

そ
の
者

の
当
該
年
に
お
け
る
在
職
期
間
に
応
じ
、
次
に
掲
げ
る
日
数
（
育
児
短
時
間
勤
務
職

の
当
該
年
に
お
け
る
在
職
期
間
に
応
じ
、
次
に
掲
げ
る
日
数
（
育
児
短
時
間
勤
務
職

員
等
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
つ
て

員
等
、
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員

及
び
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
つ
て

は
、
そ
の
者
の
勤
務
時
間
等
を
考
慮
し
、
任
命
権
者
が
別
に
定
め
る
日
数
）
（
以
下

は
、
そ
の
者
の
勤
務
時
間
等
を
考
慮
し
、
任
命
権
者
が
別
に
定
め
る
日
数
）
（
以
下

[第２号議案]

-5-



こ
の
条
に
お
い
て
「
基
本
日
数
」
と
い
う
。
）

こ
の
条
に
お
い
て
「
基
本
日
数
」
と
い
う
。
）

（
表

略
）

（
表

略
）

二

当
該
年
に
お
い
て
国
家
公
務
員
等
（
条
例
第
七
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
国

二

当
該
年
に
お
い
て
国
家
公
務
員
等
（
条
例
第
七
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
国

家
公
務
員
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
な
つ
た
者
で
、
引
き
続

家
公
務
員
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
な
つ
た
者
で
、
引
き
続

き
新
た
に
職
員
と
な
つ
た
も
の

国
家
公
務
員
等
と
な
つ
た
日
に
お
い
て
新
た
に
職

き
新
た
に
職
員
と
な
つ
た
も
の

国
家
公
務
員
等
と
な
つ
た
日
に
お
い
て
新
た
に
職

員
と
な
つ
た
も
の
と
み
な
し
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
者
の
在
職
期
間
に
応
じ
た
基
本

員
と
な
つ
た
も
の
と
み
な
し
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
者
の
在
職
期
間
に
応
じ
た
基
本

日
数
か
ら
、
新
た
に
職
員
と
な
つ
た
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
使
用
し
た
年
次
有
給
休

日
数
か
ら
、
新
た
に
職
員
と
な
つ
た
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
使
用
し
た
年
次
有
給
休

暇
に
相
当
す
る
休
暇
の
日
数
（
一
日
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
時
間
数
を

暇
に
相
当
す
る
休
暇
の
日
数
（
一
日
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
時
間
数
を

含
む
。
以
下
同
じ
。
）
を
減
じ
て
得
た
日
数
（
こ
の
号
に
掲
げ
る
職
員
が
定
年
前
再

含
む
。
以
下
同
じ
。
）
を
減
じ
て
得
た
日
数
（
こ
の
号
に
掲
げ
る
職
員
が
再
任
用
職

任
用
短
時
間
勤
務
職
員

員
（
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
八
条
の
四

第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
を
い
う
。

又
は
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
で
あ
る
場
合
に

第
三
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
で
あ
る
場
合
に

あ
つ
て
は
、
そ
の
者
の
勤
務
時
間
等
を
考
慮
し
、
任
命
権
者
が
別
に
定
め
る
日
数
）

あ
つ
て
は
、
そ
の
者
の
勤
務
時
間
等
を
考
慮
し
、
任
命
権
者
が
別
に
定
め
る
日
数
）

（
当
該
日
数
が
基
本
日
数
に
満
た
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
基
本
日
数
）

（
当
該
日
数
が
基
本
日
数
に
満
た
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
基
本
日
数
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

条
例
第
七
条
第
一
項
第
三
号
の
任
命
権
者
が
定
め
る
日
数
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

３

条
例
第
七
条
第
一
項
第
三
号
の
任
命
権
者
が
定
め
る
日
数
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
数
（
そ
の
日
数
が
基
本
日
数
に
満
た
な

職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
数
（
そ
の
日
数
が
基
本
日
数
に
満
た
な

い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
基
本
日
数
）
と
す
る
。

い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
基
本
日
数
）
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員

そ
の
者
の
勤

二

再
任
用
職
員

及
び
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員

そ
の
者
の
勤

務
時
間
等
を
考
慮
し
、
任
命
権
者
が
別
に
定
め
る
日
数

務
時
間
等
を
考
慮
し
、
任
命
権
者
が
別
に
定
め
る
日
数

第
四
条
の
二

次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
一
週
間
ご
と
の
勤
務
日
の
日
数
又

第
四
条
の
二

次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
一
週
間
ご
と
の
勤
務
日
の
日
数
又

は
勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時
間
の
時
間
数
（
以
下
「
勤
務
形
態
」
と
い
う
。
）
が
変
更
さ

は
勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時
間
の
時
間
数
（
以
下
「
勤
務
形
態
」
と
い
う
。
）
が
変
更
さ

れ
る
と
き
の
当
該
変
更
の
日
以
後
に
お
け
る
職
員
の
年
次
有
給
休
暇
の
日
数
は
、
当
該

れ
る
と
き
の
当
該
変
更
の
日
以
後
に
お
け
る
職
員
の
年
次
有
給
休
暇
の
日
数
は
、
当
該

年
の
初
日
に
当
該
変
更
の
日
の
勤
務
形
態
を
始
め
た
場
合
に
あ
つ
て
は
条
例
第
七
条
第

年
の
初
日
に
当
該
変
更
の
日
の
勤
務
形
態
を
始
め
た
場
合
に
あ
つ
て
は
条
例
第
七
条
第

一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
日
数
に
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
年
の
前

一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
日
数
に
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
年
の
前

年
か
ら
繰
り
越
さ
れ
た
年
次
有
給
休
暇
の
日
数
を
加
え
て
得
た
日
数
と
し
、
当
該
年
の

年
か
ら
繰
り
越
さ
れ
た
年
次
有
給
休
暇
の
日
数
を
加
え
て
得
た
日
数
と
し
、
当
該
年
の

初
日
後
に
当
該
変
更
後
の
勤
務
形
態
を
始
め
た
場
合
に
お
い
て
、
同
日
以
前
に
当
該
変

初
日
後
に
当
該
変
更
後
の
勤
務
形
態
を
始
め
た
場
合
に
お
い
て
、
同
日
以
前
に
当
該
変

更
前
の
勤
務
形
態
を
始
め
た
と
き
に
あ
つ
て
は
当
該
日
数
か
ら
当
該
年
に
お
い
て
当
該

更
前
の
勤
務
形
態
を
始
め
た
と
き
に
あ
つ
て
は
当
該
日
数
か
ら
当
該
年
に
お
い
て
当
該

変
更
の
日
の
前
日
ま
で
に
使
用
し
た
年
次
有
給
休
暇
の
日
数
を
減
じ
て
得
た
日
数
に
、

変
更
の
日
の
前
日
ま
で
に
使
用
し
た
年
次
有
給
休
暇
の
日
数
を
減
じ
て
得
た
日
数
に
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
日
数
（
一

次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
日
数
（
一

日
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
し
て
得
た
日
数
）
と
し
、
当
該
年

日
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
し
て
得
た
日
数
）
と
し
、
当
該
年

の
初
日
後
に
当
該
変
更
前
の
勤
務
形
態
を
始
め
た
と
き
に
あ
つ
て
は
当
該
勤
務
形
態
を

の
初
日
後
に
当
該
変
更
前
の
勤
務
形
態
を
始
め
た
と
き
に
あ
つ
て
は
当
該
勤
務
形
態
を

始
め
た
日
に
お
い
て
こ
の
条
の
規
定
に
よ
り
得
ら
れ
る
日
数
か
ら
同
日
以
後
当
該
変
更

始
め
た
日
に
お
い
て
こ
の
条
の
規
定
に
よ
り
得
ら
れ
る
日
数
か
ら
同
日
以
後
当
該
変
更

の
日
の
前
日
ま
で
に
使
用
し
た
年
次
有
給
休
暇
の
日
数
を
減
じ
て
得
た
日
数
に
、
次
の

の
日
の
前
日
ま
で
に
使
用
し
た
年
次
有
給
休
暇
の
日
数
を
減
じ
て
得
た
日
数
に
、
次
の
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各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
日
数
（
一
日
未

各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
日
数
（
一
日
未

満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
し
て
得
た
日
数
）
と
す
る
。

満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
し
て
得
た
日
数
）
と
す
る
。

一

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
任
期
付
短
時

一

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
、
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員

及
び
任
期
付
短
時

間
勤
務
職
員
以
外
の
職
員
が
一
週
間
ご
と
の
勤
務
日
の
日
数
及
び
勤
務
日
ご
と
の
勤

間
勤
務
職
員
以
外
の
職
員
が
一
週
間
ご
と
の
勤
務
日
の
日
数
及
び
勤
務
日
ご
と
の
勤

務
時
間
の
時
間
数
が
同
一
で
あ
る
育
児
短
時
間
勤
務
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
斉

務
時
間
の
時
間
数
が
同
一
で
あ
る
育
児
短
時
間
勤
務
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
斉

一
型
育
児
短
時
間
勤
務
」
と
い
う
。
）
を
始
め
る
場
合
、
斉
一
型
育
児
短
時
間
勤
務

一
型
育
児
短
時
間
勤
務
」
と
い
う
。
）
を
始
め
る
場
合
、
斉
一
型
育
児
短
時
間
勤
務

を
し
て
い
る
職
員
が
引
き
続
い
て
勤
務
形
態
を
異
に
す
る
斉
一
型
育
児
短
時
間
勤
務

を
し
て
い
る
職
員
が
引
き
続
い
て
勤
務
形
態
を
異
に
す
る
斉
一
型
育
児
短
時
間
勤
務

を
始
め
る
場
合
又
は
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
が
斉
一
型
育
児
短
時
間
勤
務
若
し
く

を
始
め
る
場
合
又
は
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
が
斉
一
型
育
児
短
時
間
勤
務
若
し
く

は
斉
一
型
短
時
間
勤
務
（
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年

は
斉
一
型
短
時
間
勤
務
（
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年

法
律
第
百
十
号
。
以
下
「
育
児
休
業
法
」
と
い
う
。
）
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
短

法
律
第
百
十
号
。
以
下
「
育
児
休
業
法
」
と
い
う
。
）
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
短

時
間
勤
務
の
う
ち
、
一
週
間
ご
と
の
勤
務
日
の
日
数
及
び
勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時
間

時
間
勤
務
の
う
ち
、
一
週
間
ご
と
の
勤
務
日
の
日
数
及
び
勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時
間

の
時
間
数
が
同
一
で
あ
る
も
の
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
終
え
る
場
合

の
時
間
数
が
同
一
で
あ
る
も
の
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
終
え
る
場
合

勤
務
形
態
の
変
更
後
に
お
け
る
一
週
間
の
勤
務
日
の
日
数
を
当
該
勤
務
形
態
の
変

勤
務
形
態
の
変
更
後
に
お
け
る
一
週
間
の
勤
務
日
の
日
数
を
当
該
勤
務
形
態
の
変

更
前
に
お
け
る
一
週
間
の
勤
務
日
の
日
数
で
除
し
て
得
た
率

更
前
に
お
け
る
一
週
間
の
勤
務
日
の
日
数
で
除
し
て
得
た
率

二

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
任
期
付
短
時

二

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
、
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員

及
び
任
期
付
短
時

間
勤
務
職
員
以
外
の
職
員
が
斉
一
型
育
児
短
時
間
勤
務
以
外
の
育
児
短
時
間
勤
務

間
勤
務
職
員
以
外
の
職
員
が
斉
一
型
育
児
短
時
間
勤
務
以
外
の
育
児
短
時
間
勤
務

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
不
斉
一
型
育
児
短
時
間
勤
務
」
と
い
う
。
）
を
始
め
る

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
不
斉
一
型
育
児
短
時
間
勤
務
」
と
い
う
。
）
を
始
め
る

場
合
、
不
斉
一
型
育
児
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
が
引
き
続
い
て
勤
務
形
態
を

場
合
、
不
斉
一
型
育
児
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
が
引
き
続
い
て
勤
務
形
態
を

異
に
す
る
不
斉
一
型
育
児
短
時
間
勤
務
を
始
め
る
場
合
又
は
育
児
短
時
間
勤
務
職
員

異
に
す
る
不
斉
一
型
育
児
短
時
間
勤
務
を
始
め
る
場
合
又
は
育
児
短
時
間
勤
務
職
員

等
が
不
斉
一
型
育
児
短
時
間
勤
務
若
し
く
は
育
児
休
業
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る

等
が
不
斉
一
型
育
児
短
時
間
勤
務
若
し
く
は
育
児
休
業
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る

短
時
間
勤
務
の
う
ち
斉
一
型
短
時
間
勤
務
以
外
の
も
の
を
終
え
る
場
合

勤
務
形
態

短
時
間
勤
務
の
う
ち
斉
一
型
短
時
間
勤
務
以
外
の
も
の
を
終
え
る
場
合

勤
務
形
態

の
変
更
後
に
お
け
る
一
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
の
時
間
数
を
当
該
勤
務
形
態
の
変

の
変
更
後
に
お
け
る
一
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
の
時
間
数
を
当
該
勤
務
形
態
の
変

更
前
に
お
け
る
一
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
の
時
間
数
で
除
し
て
得
た
率

更
前
に
お
け
る
一
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
の
時
間
数
で
除
し
て
得
た
率

三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
略
）

第
四
条
三
～
第
十
条
の
二

（
略
）

第
四
条
の
三
～
第
十
条
の
二

（
略
）

（
一
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
）

（
一
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
）

第
十
条
の
二
の
二

（
略
）

第
十
条
の
二
の
二

（
略
）

２
～
６

（
略
）

２
～
６

（
略
）

７

条
例
第
十
三
条
の
二
の
二
第
三
項
第
七
号
の
対
象
期
間
に
お
け
る
勤
務
日
（
勤
務
時

７

条
例
第
十
三
条
の
二
の
二
第
三
項
第
七
号
の
対
象
期
間
に
お
け
る
勤
務
日
（
勤
務
時

間
を
割
り
振
る
日
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜

間
を
割
り
振
る
日
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜

日
ま
で
の
五
日
間
（
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
に
あ
つ
て
は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

日
ま
で
の
五
日
間
（
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
に
あ
つ
て
は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

の
五
日
間
の
う
ち
当
該
育
児
短
時
間
勤
務
等
の
内
容
に
従
い
任
命
権
者
が
定
め
た
週
休

の
五
日
間
の
う
ち
当
該
育
児
短
時
間
勤
務
等
の
内
容
に
従
い
任
命
権
者
が
定
め
た
週
休

日
を
除
く
日
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ

日
を
除
く
日
、
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員

及
び
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ

つ
て
は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
五
日
間
の
う
ち
任
命
権
者
が
定
め
た
週
休
日
を
除

つ
て
は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
五
日
間
の
う
ち
任
命
権
者
が
定
め
た
週
休
日
を
除
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く
日
）
と
す
る
。
た
だ
し
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

く
日
）
と
す
る
。
た
だ
し
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

８
・
９

（
略
）

８
・
９

（
略
）

任
命
権
者
は
、
条
例
第
十
三
条
の
二
の
二
第
三
項
第
七
号
の
勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時

任
命
権
者
は
、
条
例
第
十
三
条
の
二
の
二
第
三
項
第
七
号
の
勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時

10

10

間
を
割
り
振
る
に
当
た
つ
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
日
に
つ
い
て
当
該
各
号
に
定
め

間
を
割
り
振
る
に
当
た
つ
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
日
に
つ
い
て
当
該
各
号
に
定
め

る
時
間
（
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
に
あ
つ
て
は
当
該
育
児
短
時
間
勤
務
等
の
内
容
に

る
時
間
（
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
に
あ
つ
て
は
当
該
育
児
短
時
間
勤
務
等
の
内
容
に

従
い
当
該
各
号
に
定
め
る
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
の
時
間
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間

従
い
当
該
各
号
に
定
め
る
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
の
時
間
、
再
任
用
短
時
間
勤
務
職

勤
務
職
員
及
び
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
つ
て
は
当
該
各
号
に
定
め
る
時
間
を
超

員

及
び
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
つ
て
は
当
該
各
号
に
定
め
る
時
間
を
超

え
な
い
範
囲
内
の
時
間
）
を
割
り
振
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
特
別
の
事
情
が
あ
る

え
な
い
範
囲
内
の
時
間
）
を
割
り
振
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
特
別
の
事
情
が
あ
る

場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

～

（
略
）

～

（
略
）

11

15

11

15

第
十
条
の
二
の
三

（
略
）

第
十
条
の
二
の
三

（
略
）

（
正
規
の
勤
務
時
間
以
外
の
時
間
に
お
け
る
断
続
的
勤
務
以
外
の
勤
務
を
す
る
こ
と
を

（
正
規
の
勤
務
時
間
以
外
の
時
間
に
お
け
る
断
続
的
勤
務
以
外
の
勤
務
を
す
る
こ
と
を

命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
数
の
上
限
等
）

命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
数
の
上
限
等
）

第
十
条
の
二
の
四

（
略
）

第
十
条
の
二
の
四

（
略
）

２

任
命
権
者
は
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
又
は
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
に

２

任
命
権
者
は
、
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員

又
は
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
に

前
項
の
勤
務
を
す
る
こ
と
を
命
ず
る
場
合
に
は
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及

前
項
の
勤
務
を
す
る
こ
と
を
命
ず
る
場
合
に
は
、
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員

及

び
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
の
正
規
の
勤
務
時
間
が
常
時
勤
務
す
る
こ
と
を
要
す
る
職

び
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
の
正
規
の
勤
務
時
間
が
常
時
勤
務
す
る
こ
と
を
要
す
る
職

を
占
め
る
職
員
の
正
規
の
勤
務
時
間
よ
り
短
く
定
め
ら
れ
て
い
る
趣
旨
に
十
分
留
意
し

を
占
め
る
職
員
の
正
規
の
勤
務
時
間
よ
り
短
く
定
め
ら
れ
て
い
る
趣
旨
に
十
分
留
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
～
６

（
略
）

３
～
６

（
略
）

第
十
条
の
二
の
五
～
第
十
一
条
の
二

（
略
）

第
十
条
の
二
の
五
～
第
十
一
条
の
二

（
略
）
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○
技
能
労
務
職
員
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
六
年
大
分
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
号
）
新
旧
対
照
表

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
一
条
～
第
三
条

（
略
）

第
一
条
～
第
三
条

（
略
）

（
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
給
料
月
額
）

（
再
任
用
職
員
の
給
料
月
額
）

第
四
条

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十

第
四
条

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十

二
条
の
四
第
三
項
に
規
定
す
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
（
以
下

八
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ

「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。
）
の
給
料
月
額
は
、
給
料

た
職
員
（
以
下
「
再
任
用
職
員
」
と
い
う
。
）
の
給
料
月
額
は
、
給
料
表
の

表
の
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
欄
に
掲
げ
る
基
準
給
料
月
額
に
、

再
任
用
職
員
の
欄
に
掲
げ
る
額
と
す
る
。

職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
大
分

県
条
例
第
三
十
五
号
。
以
下
「
職
員
勤
務
時
間
条
例
」
と
い
う
。
）
第
十
五

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
当
該
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職

員
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を

乗
じ
て
得
た
額
又
は
学
校
職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条

例
（
昭
和
三
十
二
年
大
分
県
条
例
第
二
十
四
号
。
以
下
「
学
校
職
員
勤
務
時

間
条
例
」
と
い
う
。
）
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
当
該

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る

勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

（
短
時
間
勤
務
職
員
の
給
料
月
額
）

（
短
時
間
勤
務
職
員
の
給
料
月
額
）

第
四
条
の
二

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律

第
四
条
の
二

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律

第
百
十
号
。
以
下
「
育
児
休
業
法
」
と
い
う
。
）
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す

第
百
十
号
。
以
下
「
育
児
休
業
法
」
と
い
う
。
）
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す

る
育
児
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
（
育
児
休
業
法
第
十
七
条
の
規
定
に

る
育
児
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
（
育
児
休
業
法
第
十
七
条
の
規
定
に

よ
る
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
を
含
む
。
）
の
給
料
月
額
は
、
そ
の
者

よ
る
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
を
含
む
。
）
の
給
料
月
額
は
、
そ
の
者

の
受
け
る
号
給
に
応
じ
た
額
に
、
職
員
勤
務
時
間
条
例

の
受
け
る
号
給
に
応
じ
た
額
に
、
職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間
等
に
関

す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
大
分
県
条
例
第
三
十
五
号
。
以
下
「
職
員
勤
務

第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ

時
間
条
例
」
と
い
う
。
）
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ

の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数

の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数

[第２号議案]
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を
乗
じ
て
得
た
額
又
は
学
校
職
員
勤
務
時
間
条
例

を
乗
じ
て
得
た
額
又
は
学
校
職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る

条
例
（
昭
和
三
十
二
年
大
分
県
条
例
第
二
十
四
号
。
以
下
「
学
校
職
員
勤
務

第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ

時
間
条
例
」
と
い
う
。
）
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ

の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数

の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数

を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

（
削
る
）

２

再
任
用
職
員
で
地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短

時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
も
の
の
給
料
月
額
は
、
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
給
料
月
額
に
、
職
員
勤
務
時
間
条
例
第
十
五
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規

定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
又
は
学
校
職
員
勤
務

時
間
条
例
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時

間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た

額
と
す
る
。

２

育
児
休
業
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
の
給
料

３

育
児
休
業
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
の
給
料

月
額
は
、
そ
の
者
の
受
け
る
号
給
に
応
じ
た
額
に
、
職
員
勤
務
時
間
条
例
第

月
額
は
、
そ
の
者
の
受
け
る
号
給
に
応
じ
た
額
に
、
職
員
勤
務
時
間
条
例
第

十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第

十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第

一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
又
は
学
校

一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
又
は
学
校

職
員
勤
務
時
間
条
例
第
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者

職
員
勤
務
時
間
条
例
第
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者

の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗

の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗

じ
て
得
た
額
と
す
る
。

じ
て
得
た
額
と
す
る
。

第
五
条
・
第
六
条

（
略
）

第
五
条
・
第
六
条

（
略
）

（
期
末
手
当
）

（
期
末
手
当
）

第
七
条

（
略
）

第
七
条

（
略
）

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
以
外
の

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
再
任
用
職
員

以
外
の

職
員
で
基
準
日
現
在
に
お
い
て
給
料
表
の
級
等
が
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る

職
員
で
基
準
日
現
在
に
お
い
て
給
料
表
の
級
等
が
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る

級
等
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
項
に
規
定
す
る
合
計
額
に
給
料
月
額
に

級
等
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
項
に
規
定
す
る
合
計
額
に
給
料
月
額
に

当
該
上
欄
に
掲
げ
る
給
料
表
の
級
等
の
区
分
に
応
じ
て
同
表
の
下
欄
に
掲
げ

当
該
上
欄
に
掲
げ
る
給
料
表
の
級
等
の
区
分
に
応
じ
て
同
表
の
下
欄
に
掲
げ

る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算
し
た
額
を
期
末
手
当
基
礎
額
と
し
、
定
年

る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算
し
た
額
を
期
末
手
当
基
礎
額
と
し
、
再
任

[第２号議案]
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前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
つ
い
て
は
、
同
項
に
規
定
す
る
合
計
額
に
給

用
職
員

に
つ
い
て
は
、
同
項
に
規
定
す
る
合
計
額
に
給

料
月
額
に
百
分
の
五
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算
し
た
額
を
期
末
手
当
基
礎
額

料
月
額
に
百
分
の
五
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算
し
た
額
を
期
末
手
当
基
礎
額

と
す
る
。

と
す
る
。

（
表

略
）

（
表

略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

第
八
条
～
第
十
条

（
略
）

第
八
条
～
第
十
条

（
略
）

附

則

附

則

１
・
２

（
略
）

１
・
２

（
略
）

（
給
与
の
減
額
の
特
例
）

（
給
料
の
特
例
）

３

当
分
の
間
、
職
員
が
六
十
三
歳
に
達
し
た
日
後
に
お
け
る
最
初
の
四
月
一

３

職
員
の
平
成
十
六
年
七
月
一
日
か
ら
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

日
以
後
の
給
料
月
額
に
つ
い
て
の
経
過
措
置
は
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

間
に
お
け
る
給
料
月
額
は
、
第
二
条
か
ら
第
四
条
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら

例
附
則
第
三
十
七
項
及
び
第
三
十
八
項
に
定
め
る
経
過
措
置
の
例
に
よ
る
。

ず
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
額
か
ら
、
当
該
額
に
百
分
の
二
を

乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を

切
り
捨
て
た
額
）
を
減
じ
て
得
た
額
と
す
る
（
手
当
の
額
及
び
勤
務
一
時
間

当
た
り
の
給
与
額
（
条
例
第
十
四
条
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
け
る
勤

務
一
時
間
当
た
り
の
給
与
額
を
除
く
。
）
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
場
合
を
除

く
。
）
。

（
削
る
）

４

平
成
二
十
五
年
七
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

に
お
い
て
は
、
職
員
に
対
す
る
給
料
月
額
（
技
能
労
務
職
員
の
給
与
及
び
旅

費
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
平
成
十
八
年
大
分
県
教
育
委

員
会
規
則
第
十
二
号
）
附
則
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
さ
れ
る
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
十
七
年
大
分
県
条
例

第
六
十
一
号
）
附
則
第
八
項
か
ら
第
十
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
含

む
。
）
の
支
給
に
当
た
っ
て
は
、
給
料
月
額
か
ら
、
給
料
月
額
に
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
割
合
を

乗
じ
て
得
た
額
に
相
当
す
る
額
を
減
ず
る
。

一

そ
の
職
務
の
級
が
二
級
以
上
の
職
員
で
あ
っ
て
、
こ
の
規
則
の
施
行
の

日
に
お
け
る
そ
の
者
に
係
る
役
職
加
算
割
合
（
第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
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る
割
合
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
百
分
の
十
の
も
の

百
分

の
六
・
七
二

二

そ
の
職
務
の
級
が
二
級
以
上
の
職
員
で
あ
っ
て
、
こ
の
規
則
の
施
行
の

日
に
お
け
る
そ
の
者
に
係
る
役
職
加
算
割
合
が
百
分
の
五
の
も
の

百
分

の
五
・
七
二

三

そ
の
職
務
の
級
が
一
級
の
職
員

百
分
の
三
・
七
二

[第２号議案]
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別
表

第
一

（
第

二
条

関
係

）
別

表
第

一
（
第

二
条

関
係

）

技
能

労
務

職
給

料
表

技
能

労
務

職
給

料
表

職
務

の
級

１
　

級
２

　
級

３
　

級
４

　
級

５
　

級
職

務
の

級
１

　
級

２
　

級
３

　
級

４
　

級
５

　
級

給
料

月
額

給
料

月
額

給
料

月
額

給
料

月
額

給
料

月
額

給
料

月
額

給
料

月
額

給
料

月
額

給
料

月
額

給
料

月
額

再
任

用
職

員
以

外
の

職
員

 定
年

 前
再

 任
用

 短
時

 間
勤

 務
職

 員
以

 外
の

 職
員

号
　

給
号

　
給

（
略

）
（
略

）
（
略

）
（
略

）
（
略

）
（
略

）
（
略

）
（
略

）
（
略

）
（
略

）
（
略

）

改
　

　
　

　
　

正
　

　
　

　
　

案
現

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
行

基
準

給
料

月
額

 定
年

 前
再

 任
用

 短
時

 間
勤

 務
職

 員

2
4
6
,6

0
0

2
4
6
,6

0
0

 再
任

 用
職

 員

 職
員

 の
区

 分

 職
員

 の
区

 分

（
略

）
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○
指
導
が
不
適
切
な
教
員
の
認
定
等
の
手
続
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
年
大
分
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
八
号
）
新
旧
対
照
表

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
一
条

（
略
）

第
一
条

（
略
）

（
定
義
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
規
則
に
お
い
て
「
教
員
」
と
は
、
大
分
県
教
育
委
員
会
（
以

第
二
条

こ
の
規
則
に
お
い
て
「
教
員
」
と
は
、
大
分
県
教
育
委
員
会
（
以

下
「
県
教
育
委
員
会
」
と
い
う
。
）
の
任
命
に
係
る
教
諭
、
助
教
諭
、
養

下
「
県
教
育
委
員
会
」
と
い
う
。
）
の
任
命
に
係
る
教
諭
、
助
教
諭
、
養

護
教
諭
、
養
護
助
教
諭
、
栄
養
教
諭
及
び
講
師
（
常
時
勤
務
の
者
及
び
地

護
教
諭
、
養
護
助
教
諭
、
栄
養
教
諭
及
び
講
師
（
常
時
勤
務
の
者
及
び
地

方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
二
条
の

方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
八
条
の

四
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
者
に
限
り
、
条
件
付

五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
者
に
限
り
、
条
件
付

採
用
期
間
中
の
者
及
び
臨
時
的
に
任
用
さ
れ
た
者
を
除
く
。
）
を
い
う
。

採
用
期
間
中
の
者
及
び
臨
時
的
に
任
用
さ
れ
た
者
を
除
く
。
）
を
い
う
。

２

（
略
）

２

（
略
）

第
三
条
～
第
九
条

（
略
）

第
三
条
～
第
九
条

（
略
）
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学校職員の休日休暇及び勤務時間等に関する条例の施行規則等の一部改正（概要）

１ 改正を行う規則

 学校職員の休日休暇及び勤務時間等に関する条例の施行規則（昭和３２年大

分県教育委員会規則第３号）

 技能労務職員の給与及び旅費に関する規則（平成１６年大分県教育委員会規

則第２号）

 指導が不適切な教員の認定等の手続に関する規則（平成２０年大分県教育委

員会規則第１８号）

２ 改正理由

地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号）の一部改正による職員の定年の引

上げにより、現行の再任用制度が廃止され、新たに定年前再任用短時間勤務の制

度が設けられること等に伴い、関係規則の整備を行うもの

３ 主な改正内容

 学校職員の休日休暇及び勤務時間等に関する条例の施行規則の一部改正

定年前再任用短時間勤務職員の新設（現行の再任用職員の廃止）に伴う規定

の整備〔第３条、第４条、第４条の２、第１０条の２の２及び第１０条の２の

４関係〕

 技能労務職員の給与及び旅費に関する規則の一部改正

① 定年前再任用短時間勤務職員の新設（現行の再任用職員の廃止）に伴う規

定の整備〔第４条、第４条の２、第７条及び別表第１関係〕

② 定年引上げに伴う継続任用職員の給料月額の７割措置〔附則第３項関係〕

③ その他規定の整備〔附則第４項関係〕

 指導が不適切な教員の認定等の手続に関する規則

定年前再任用短時間勤務職員の新設（現行の再任用職員の廃止）に伴う規定

の整備〔第２条関係〕

４ 施行期日

令和５年４月１日
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【補足資料】 

 

 
 

令和５年度以降の新たな再任用等制度について（県立学校職員） 

  

教育人事課   

１ 新たな再任用等制度導入の趣旨 

能力と意欲のある高齢期の職員を最大限活用しつつ、次の世代にその知識、技術、経験な

どを継承するため、定年年齢の段階的引上げとともに導入するもの 
なお、定年年齢までフルタイムで勤務することを原則とする。 

〈関係法令〉 
  ・ 国家公務員法等の一部を改正する法律（施行期日 令和５年４月１日） 

  ・ 地方公務員法の一部を改正する法律 （施行期日    同上   ） 

  ・ 職員の定年等に関する条例の一部改正（施行期日    同上   ） 

  ・ 職員の再任用に関する条例【廃止】 （施行期日    同上   ） 

 
２ 定年の段階的引上げ 

令和５年度から、定年年齢６０歳(原則)を２年に１歳ずつ段階的に引上げ、令和１３年度

に６５歳とする。 
期 間 定 年 

現特例定年 
（技能労務職） 

令和 ５年３月３１日まで ６０歳 

６３歳 
令和 ５年４月 １日 ～ 令和 ７年 ３月３１日 ６１歳 

令和 ７年４月 １日 ～ 令和 ９年 ３月３１日 ６２歳 

令和 ９年４月 １日 ～ 令和１１年 ３月３１日 ６３歳 

令和１１年４月 １日 ～ 令和１３年 ３月３１日 ６４歳 ６４歳 

令和１３年４月 １日以降 ６５歳 ６５歳 

 
 
３ 定年の段階的引上げのイメージ図 

 

区分 年齢 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１ Ｒ１２ Ｒ１３ Ｒ１４ Ｒ１５ Ｒ１６

(歳) (2022) (2023) (2024) (2025) (2026) (2027) (2028) (2029) (2030) (2031) (2032) (2033) (2034)

　　　★条例改正(令和４年第３回定例会) 【制度完成】
６０歳

６２歳 ６３歳 ６４歳 ６５歳

再任用
再雇用

６１歳 ６２歳 ６３歳 ６４歳 ６５歳

再任用
再雇用

６１歳 ６２歳 ６３歳 ６４歳 ６５歳

６１歳 ６２歳 ６３歳 ６４歳 ６５歳

･定年前
再任用短
･再雇用

６１歳 ６２歳 ６３歳 ６４歳 ６５歳

６１歳 ６２歳 ６３歳 ６４歳 ６５歳

６１歳 ６２歳 ６３歳 ６４歳 ６５歳

暫定再任用
再雇用

６１歳 ６２歳 ６３歳 ６４歳 ６５歳

６１歳 ６２歳 ６３歳 ６４歳 ６５歳

６１歳 ６２歳 ６３歳 ６４歳 ６５歳
５８歳 ５９歳 ６０歳

･定年前再任用短
･再雇用

･定年前再任用短
･再雇用

昭和44年度生
(1969)

53 ５３歳 ５４歳 ５５歳 ５６歳 ５７歳

５５歳 ５６歳 ５７歳 ５８歳 ５９歳 ６０歳

５７歳 ５８歳 ５９歳 ６０歳
･定年前再任用短

･再雇用

昭和43年度生
(1968)

54 ５４歳

５８歳 ５９歳 ６０歳
･定年前再任用短

･再雇用

昭和42年度生
(1967)

55 ５５歳 ５６歳

５９歳 ６０歳
･定年前再任用短

･再雇用
暫定再任用
再雇用

昭和41年度生
(1966)

56 ５６歳 ５７歳

昭和40年度生
(1965)

57 ５７歳 ５８歳

暫定再任用
再雇用

昭和39年度生
(1964)

58 ５８歳 ５９歳 ６０歳
･定年前再任用短

･再雇用
暫定再任用
再雇用

昭和38年度生
(1963)

59 ５９歳 ６０歳

昭和37年度生
(1962)

60 ６０歳
暫定再任用
再雇用

昭和35年度生
(1960)

62
暫定再任用
再雇用

昭和36年度生
(1961)

61
暫定再任用

再雇用

定 年 年 齢 ６１歳 ６２歳 ６３歳 ６４歳 ６５歳

･･･定年退職者無しの年度

○○歳 ･･･定年年齢

･･･定年前再任用短時間可能期間

･･･暫定再任用（フル・短）可能期間
　　※実際、暫定再任用(短)はR6.4.1から可能
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【補足資料】 

 

 
 

４ 再任用等制度の概要（６０歳に達した年度の翌４月１日時点の選択肢） 

区 分 
現 行 

(～R4) 

引上げ期間 

(R5～R13) 

制度完成後 

(R14～) 
備 考 

① 継続任用(フルタイ

ム) 
－ ○ ○ 

 

原則、60歳以降は非管理の職へ役

降りとなる。 

 

② 定年前再任用短時間 － ○ ○ 

 

60歳以降に一旦退職し、短時間勤

務の職で再任用が可能 

 

③ 現行再任用(フルタ

イム・短時間) 
○ － － 

 

R5以降は④に移行 

 

④ 暫定再任用(フルタ

イム・短時間) 
－ ○ × 

 

制度完成後は廃止となるが、段階

的引上げ期間中に限り、暫定再任用

制度として現行と同様(65歳まで再

任用が可能)の取扱いを存置 

 

⑤ 再雇用非常勤 ○ ○ ○ 

 

会計年度任用職員として勤務 

 

 

５ ６０歳以降の選択肢の概念図 

 
 

退
職
（
退
手
支
給
） 

退
職
（
退
手
支
給
） 
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